



























































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　全保育者 18 名（主任１名・各クラス担当 17 名）





































































































































































































2 人 組 で 2、





































2 人 組 で 2、



















即時反応 模倣活動 リズム 拍子 フレーズ 音































































































































































きが見られた（表４）。具体的に言うと、４月から 10 月の間で上向している保育者が 18
人中３人（図１）で、あまり変化しなかった保育者は 18 人中 12 人（図２）だった。また





















































































































０ ３ ２～３ ８ ７か月
１ ４ ３ １２ １.６歳
２ ４ ３ １２ ２.５歳
３ ２ ３～５ ８ ３.６歳
４ ２ ５ １０ ４.６歳


























































　４月の観察値と最終 10 月の観察値を比較すると、59 人中 44 人の被験児は観察値が上
向し、成長していたと言える（図７）。また、被験児には表現を積極的にする子どもと消
極的な子どもの２タイプを選んだが、表現を積極的にする子どもは 33 人中 24 人（図８）、
消極的な子どもは 26 人中 20 人（図９）の被験児も観察値は、成長している様子が見られ








































































































































上向 17 1.65 5.999
－2.404 .023
変化なし ･下降 15 6.20 4.693
３～５歳児
リズム感
上向 13 5.85 3.555
3.418 .002
変化なし ･下降 14 －.29 5.608
３～５歳児
拍子感
上向 13 2.69 3.066
1.555 .133










































































ナール ･レイシェル，クレル =リズ ･ヂュトワ =カルリエ，エドモン ･スタドレ ,板野　平訳『作曲家・
リトミック創設者エミール・ジャック =ダルクローズ』，全音楽譜出版社，（1977）





































資料１ 調査② 保育者における被験児の観察時に使用した観察記録用紙  
３～５歳  観察記録      ◆すべての項目の回答は４段階で回答してください 
       ４         ３          ２            １

        自分から積極的にする   ともだち・先生と一緒ならする  友達・先生の関わりですることもある   全くしない 
     （他者に教えるぐらいできる）（ひとりでできる）（友達・先生の関わりの中でできることもある） （全くできない） 

 観察項目 リズム感  観察値 
１  先生のピアノなどの音楽のリズムを楽しんでいるか  
２  先生のピアノなどの音楽のビートに合わせることができるか  
３  音の長さを感じているか  
４  音の長さを理解しているか（       
５  のリズムを理解しているか  
６  のリズムを理解しているか  
７    のリズムを理解しているか  
８         のリズムを理解しているか  
９  リズムを身体で表現しているか  
１０  リズムを正しく表現しているか（まねっこ・覚えて表現）  
１１  同じリズムを友達と一緒に正しく表現できるか  













 観察項目  拍子感  
１  拍子感を楽しんで感じているか  
２  音楽を使った活動をする際、その曲の拍子を感じて行動しているか  
３  ２拍子を理解して表現しているか  
４  ３拍子を理解して表現しているか  
５  ４拍子を理解して表現しているか  




０～２歳  観察記録           ◆すべての項目の回答は４段階で回答してください 
           ４          ３           ２            １
 
        自分から積極的にする   ともだち・先生と一緒ならする  友達・先生の関わりですることもある   全くしない 




 観察項目  観察値 
１  先生がピアノを弾いたとき、子どもが音に集中するか  
２  先生がピアノを弾いたとき、体で反応するか  
３  先生がピアノを弾いたとき、笑顔になるか   
４  先生がピアノを弾いたとき、歌おうとするか  
５  先生が歌ったとき、子どもは歌を聴こうとするか  
６  先生が歌ったとき、子どもは一緒に歌おうとするか  
７  先生が歌ったとき、子どもは笑顔になるか  
８  先生が音を出したとき、イメージしたまま自由に表現するか  

 観察項目  拍子感  
１  拍子感を楽しんで感じているか  
２  音楽を使った活動をする際、その曲の拍子を感じて行動しているか  
３  ２拍子を理解して表現しているか  
４  ３拍子を理解して表現しているか  
５  ４拍子を理解して表現しているか  




０～２歳  観察記録       ◆すべての項目の回答は４段階で回答してください 
    ４          ３           ２           １
 
  自分から積極的にする   ともだち・先生と一緒ならする  友達・先生の関わりですることもある   全くしない 




 観察項目  観察値 
１  先生がピアノを弾いたとき、子どもが音に集中するか  
２  先生がピアノを弾いたとき、体で反応す か  
３  先生がピアノを弾いたとき、笑顔になるか   
４  先生がピアノを弾 たとき、歌おうとするか  
５  先生が歌ったとき、子どもは歌を聴こうとするか  
６  先生が歌ったとき、子どもは一緒に歌おうとするか  
７  先生が歌ったとき、子どもは笑顔になるか  




 観察項目  拍子感  
１  拍子感を楽しんで感じているか  
２  音楽を使った活動をする際、その曲の拍子を感じて行動しているか  
３  ２拍子を理解して表現しているか  
４  ３拍子を理解して表現しているか  
５  ４拍子を理解して表現しているか  




０～２歳  観察記録           ◆すべての項目の回答は４段階で回答してください 
           ４          ３           ２            １
 
        自分から積極的にする   ともだち・先生と一緒ならする  友達・先生の関わりですることもある   全くしない 




 観察項目  観察値 
１  先生がピアノを弾いたとき、子どもが音に集中するか  
２  先生がピアノを弾いたとき、体で反応するか  
３  先生がピアノを弾いたとき、笑顔になるか   
４  先生がピアノを弾いたとき、歌おうとするか  
５  先生が歌ったとき、子どもは歌を聴こうとするか  
６  先生が歌ったとき、子どもは一緒に歌おうとするか  
７  先生が歌ったとき、子どもは笑顔になるか  
８  先生が音を出したとき、イメージしたまま自由に表現するか  

 観察項目  拍子感  
１  拍子感を楽しんで感じているか  
２  音楽を使った活動をする際、その曲の拍子を感じて行動しているか  
３  ２拍子を理解して表現しているか  
４  ３拍子を理解して表現しているか  
５  ４拍子を理解して表現しているか  




０～２歳  観察記録  ◆すべての項目の回答は４段階で回答してください 
 ４    ３    ２   １

  自分から積極的にする   ともだち・先生と一緒ならする  友達・先生の関わりですることもある   全くしない 




 観察項目  観察値 
１  先生がピアノを弾いたとき、子どもが音に集中するか  
２  先生がピアノを弾いたとき、体で反応するか  
３  先生がピアノを弾いたとき、笑顔になるか  
４  先生がピアノを弾いたとき、歌おうとするか  
５  先生が歌ったとき、子どもは歌を聴こうとするか  
６  先生が歌ったとき、子どもは一緒に歌おうとするか  
７  先生が歌ったとき、子どもは笑顔になるか  




The Impact on Transformation of the Childcare Worker’s 
Expressive Power over the Musical Expression of Children
:Consideration through Eurhythmics
Yoshie NAKANE
HANAZONO   University
In recent years, I often get questions by the childcare worker about the guidance on children who 
have difficulties in expressing themselves.
I therefore closely paid attention to the involvement of the childcare workers to the children 
during the Rhythmic guidance Class, then I noticed that the musical expressiveness of childcare 
workers vary individually. 
Considering the current environment surrounding children, parents are too busy to set aside 
enough time to sing with children at home, and the busy situation is the same at the nursery field. 
It seems that teachers have less room to carry out the musical activities and have fun with 
children. 
In such an environment, we assume that the amount of the musical expressiveness of childcare 
workers influence the improvement of children’s musical expressiveness. 
Therefore, in this study, I will conduct a research focusing on 
Firstly, the improvement of their musical expressiveness and understanding of Rhythmic by 
giving trainings to the caregivers, 
Secondly, the musical expressiveness of children by observation records of musical expression 
from the caregivers to their children.
With these observations, we can say that the musical expressiveness of children can be influenced 
in better way when the childcare workers have fun to express themselves, gain more musical 
expression, and try to relate with their children with wider vision on expressing. 
